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１ 函館市企業局経営懇話会設置要綱

（設置）
第１条 函館市企業局の経営等に関し，適正かつ合理的な運営を行い，
健全な経営を図るために広く各界各層の市民からの意見を求めること
を目的として，函館市企業局経営懇話会（以下「懇話会」という。）
を設置する。
（所掌事項）

第２条 懇話会は，次の各号に掲げる事項を調査検討する。
(1) 事業運営に係る重要な課題，方針および施策に関すること
(2) 事業計画等の評価に関すること
(3) 料金等に関すること
(4) その他必要な事項

２ 懇話会は，前項各号に掲げる事項に関し，自ら調査検討して，企業
局長に提言することができる。
（組織）

第３条 懇話会は，委員１６人以内をもって組織する。
（委員および任期等）

第４条 委員は，次の各号に掲げる者で構成し，企業局長が決定する。
(1) 学識経験のある者
(2) 市民福祉団体に属する者
(3) 産業経済団体に属する者
(4) 一般公募による者

２ 委員の任期は，２年以内とする。ただし，委員が欠けた場合におけ
る補欠の委員の任期は，前任者の残任期間とする。

３ 委員は，再任されることができる。
（会長および副会長）

第５条 懇話会に会長１人および副会長２人を置く。
２ 会長および副会長は，委員の互選により定める。
３ 会長は，懇話会を代表し，会務を総理する。
４ 副会長は，会長を補佐し，会長に事故があるときは，あらかじめ会
長が指定する副会長が，その職務を代理する。
（会議）

第６条 会議は，会長が招集する。
２ 会長は，会議の議長を務める。
３ 会長は，必要があると認めるときは，会議に関係者の出席を求め，
その意見または説明を聴くことができる。
（分科会）

第７条 懇話会に，専門の事項を調査検討するため必要があるときは，
分科会を置くことができる。
（庶務）

第８条 懇話会の庶務は，企業局管理部経営企画課において処理する。
（補則）

第９条 この要綱に定めるもののほか，懇話会の運営に関し必要な事項
は，会長が懇話会に諮って定める。

附 則
この要綱は，平成１２年５月１５日から施行する。

附 則
この要綱は，平成１４年４月１日から施行する。

附 則
この要綱は，平成１８年５月３０日から施行する。

附 則
この要綱は，平成２２年４月１日から施行する。

附 則
この要綱は，平成２３年４月１日から施行する。

附 則
この要綱は，平成２４年６月１日から施行する。

附 則
この要綱は，平成２９年４月１日から施行する。

附 則
この要綱は，平成３０年６月１日から施行する。
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２　平成３０年度 企業局の組織と主な業務について

※ H30.4.13現在の職員数＝２４３人（企業局長，再任用短時間勤務，嘱託職員，臨時職員を除く）

60名
事業推進担当

車両担当

電車乗務員養成所

線路担当

終末処理場

乗務員の養成・研修

事業課 営業担当 電車の利用促進の企画
運行・運行管理電車担当

施設課 軌道施設の維持管理
電線路の維持管理
電車車両の維持管理

電路担当

交通部 安全推進課 安全推進担当 安全管理体制の確立
67名

処理場・ポンプ場施設の維持管理
下水の水質管理
処理場・ポンプ場工事の設計・施工
汚泥等の有効利用

汚泥処理施設担当
ポンプ場施設担当
下水道施設設計担当
水質管理担当

水処理施設担当

浄水課 赤川浄水担当
貯水池，浄水場の維持管理
水源林の維持管理
水道施設工事の設計・施工
水道水の水質検査・水質管理
水力発電所の維持管理

水源林担当
水道施設設計担当
旭岡浄水担当
水質検査担当
水質信頼性保証担当

維持管理担当 水道管路等維持担当 水道管・下水道管の維持管理
温泉供給の管理
公共桝の設置
分流改造工事

温泉等担当
温泉等担当 下水道管渠維持担当

下水道設備担当

管路整備室 計画・管路担当 計画担当
上下水道の事業計画
配水管工事の設計・施工
下水道管工事の設計・施工

水道管路設計担当
下水道管渠設計担当

上下水道部 業務課 用地管理担当
下水道使用等の許可
給排水工事の受付・相談
給排水工事業者の指定等
給排水工事の審査・検査
特定事業場から排出される下水の
水質規制・水質指導

116名 開発行為担当
マッピングシステム担当
給排水指導担当
給排水検査担当
水質指導担当

収納・滞納整理担当 収納担当
水道料金・下水道使用料等の
納付・相談，督促，催告，停水

滞納整理担当
停水担当

東部営業所 （東部４支所管内の）
転居等による水道の使用開始・中止
水道の使用水量の計量および認定
水道料金・下水道使用料等の
納付・相談

料金課 定期検針担当 転居等による水道の使用開始・中止
水道の使用水量の計量および認定
水道メーターの維持管理
水道料金・下水道使用料の決定
水洗化改造資金の貸付
下水道事業受益者負担金の手続

再調査担当
量水器担当
調定（水道等）担当
調定（下水道等）担当
調定（普及促進等）担当

経営企画課 経営計画・重要施策等の調整，進行
管理

経理課 水道・交通事業担当
予算・決算
公金の出納・保管
入札・契約

下水道事業担当
物品契約担当
工事・委託契約担当

公営企業管理者（企業局長）

［ 主 な 業 務 内 容 ］

管理部 総務課 庶務担当
庁舎・車両管理
災害対策
人事・労務・給与・研修

防災・業務連携担当
職員担当
行財政改革担当
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３  事業の概要について  

 本市の水道事業は，明治21年に創設事業に着手し，翌22年から給水を開始しています。

その後，人口増加や生活水準の向上，産業経済の発展などによる水需要の増加に合わせ 

６回の拡張事業を行い，水源の確保や浄水場等の水道施設の整備を進めるとともに，水 

源かん養保安林の整備・育成などにより水源域の環境保全に取り組んできました。 

 平成16年の市町村合併に伴い，旧４町村（東部地域）の簡易水道事業を引継ぎ，平成 

29年度末では，給水人口 259,826人に一日平均 91,665立方メートルの水を供給してい 

ます。 

 温泉事業は，温泉井（源泉）を６本（通常時利用井４本）所有しており，平成29年度 

末では，湯川地区のホテルや旅館など 101件に一日 3,868立方メートルの温泉を供給し 

ています。 

 また，売電事業については，環境負荷の低減および安定的な売電収入の確保を図るた

め，平成26年度から27年度にかけて，再生可能エネルギーを有効利用する小水力発電設 

備（最大出力 199kW）を赤川高区浄水場内に整備し，平成28年10月から発電を開始して 

います。 

 なお，小水力発電の年間実績売電量は約156万 kWhで，一般家庭の約300世帯分，二酸 

化炭素は約1,000tの削減量に該当します。 

 ア 水道事業 

函館の水道 

水 道 事 業 

温 泉 事 業 

売 電 事 業 

簡易水道事業 

計画給水人口が101人以上

の事業（函館地域） 

ホテルや旅館等に温泉を供給する事業 

（湯川地区） 

平成26年度から水道事業の附帯事業 

自ら発電した電力を電力会社に卸売する事業 

平成26年度から水道事業の附帯事業 

水道事業のうち特に計画給水人口が5,000人以下の事業（東部地域） 
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尾札部簡易水道事業
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函館市水道事業
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おおなかやま

函館市水道施設位置図函館市水道施設位置図

凡　例

給水区域

市町村界

旧市町村界

古武井川

戸井川

日浦川

冷水川

相泊川

ポン木直川

川汲川

八木川

木直川

糠進川

角石川

角張川

角張川水源
（311㎥/日）

深井戸
（144㎥/日）

垣の島川水源
(1,373㎥/日）

著保内川水源
（1,261㎥/日）

左股無名川水源
（495㎥/日）

冷水沢川水源
（140㎥/日）

冷水川水源
（1,209㎥/日）

牛舎の沢川水源
（1,310㎥/日）

あゆ沼川水源
（1,641㎥/日）

日浦川水源
（183㎥/日）

戸井川水源
（1,909㎥/日）

尻岸内川
汐泊川

無名川水源
（815㎥/日）

垣の島川

汐泊川水源
（45,000㎥/日）

松倉川水源
（40,000㎥/日）

亀田川水源
（70,000㎥/日）

銭亀沢支所

松倉取水場

新中野貯水池

赤川高区浄水場
（35,000㎥/日） 水力発電所水力発電所

笹流貯水池

赤川低区浄水場
（45,000㎥/日）

汐泊取水場

旭岡浄水場
（50,000㎥/日）

元町配水場

企業局
函館市役所

深井戸
（4,000㎥/日）

矢別ダム

亀田支所

湯川支所

水力発電所

NEC-PCuser
テキスト ボックス
4



汐見橋

月見橋

松

倉

橋

大黒橋

湯の川橋

湯倉神社

函館アリーナ

熱帯植物園

温泉橋

湯の川温泉電停

湯の川電停

湯川町３丁目

湯川町３丁目

湯川町２丁目

湯川町２丁目

湯川町１丁目

湯川町１丁目

１

３

９

２

８

11

10

12

18

20

19

26

25

17

18

1514

16

13

12

11

19

20

６

７

５

４

10

９

８

３

２

１

２

１

３

４

５

６

７

８

９

12

13

15

14

16

17

18

19
20

21

22

24

26

25

35

40

津　軽　海　峡

函 館 市 温 泉 施 設 系 統 図

湯　川　地　区

温泉供給管

花びし

　ホテル

万惣

　ホテル

　

望楼NOGUCHI

函館

国立障害者リハビリテーションセンター 

自立支援局函館視力障害センター

湯川老人福祉　

　センター

Ｐ

Ｐ

１丁目ポンプ場

日本中央競馬会函館競馬場

湯の川

プリンスホテル

湯の浜

　ホテル 平成館

　しおさい亭

平成館　　　

海羊亭

Ｐ

湯の川

　観光ホテル

ホテル湯川

　

竹葉新葉亭

ホテル新松

　

大黒屋旅館

ＫＫＲ

　はこだて

ホテル

　雨宮館

ホテル

湯元河畔亭

一乃松

かもめ館

３丁目ポンプ場

21

函館アリーナ前電停

NEC-PCuser
テキスト ボックス
５



 

 本市の下水道事業は，昭和23年に事業認可を受け，浸水対策を重点とした合流式による

管渠の整備を進め，昭和46年には市街化区域全域を対象とした公共下水道計画を策定しま

した。その後の急速な都市化の進展を背景に，昭和55年には北海道が事業主体となり，函

館市北部の一部区域と周辺３町（現北斗市と七飯町）の汚水を処理する函館湾流域下水道

事業計画を定め，市街地を貫流する亀田川を境に南側の単独公共下水道を南処理区とし，

北側の流域関連公共下水道を函館湾処理区として整備を進めてきました。 

 平成16年の市町村合併に伴い，旧戸井町の特定環境保全公共下水道の事業を引き継ぎ，

平成29年度末では，処理区域内人口235,466人であり，一日平均99,460立方メートルの汚

水を処理しています。 

 イ 下水道事業 

函館の下水道 

函館市公共下水道事業 

単独公共下水道 

特定環境保全公共下水道 

函館湾流域下水道事業 

主に市街地の下水を排除・処理するため，市町村が管理する

下水道（主に函館市南東部） 

公共下水道のうち農山漁村部の中心集落など市街地以外で設

置される下水道（戸井地区） 

函館湾流域下水道へ接続し，下水の処理をする市町村が管理する下水道

（主に函館市北西部） 

函館市の一部・北斗市・七飯町の公共下水道の下水を受けて排除・処理するため

北海道が管理する下水道 

流域関連公共下水道 
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函館湾４号幹線

函館湾浄化センター
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放流幹線

北斗ポンプ場 
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北斗市流域関連 
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函館市単独公共下水道

北　斗　市 

七　飯　町

函　館　市

函館市
流域関連
公共下水道

函館湾２号幹線

Ｎ

凡　例

行政区域

全体計画

事業計画

幹　　線

函館湾流域下水道計画図
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 函館市の市電は，明治30年に当時の「亀函（きかん）馬車鉄道株式会社」により北海道

で始めて馬車鉄道を開業，その後大正２年６月に電化され，東京以北で最初に路面電車と

して運行を開始し，昭和39年のピーク時点では，最大12系統，営業路線17.7キロ，一日

あたりの乗客数は 135,188人までに達しました。 

  昭和40年代からは，急激な自家用車の普及，住民人口の北東部等市周辺部への拡散や近

隣自治体への移動，少子化等による市の人口減少により市電の利用者が減少し，五駅線，

東雲線，ガス会社線が廃止となり，路線は最盛期の６割ほどに縮小され，乗客数の減少が

続くなど，交通事業を取り巻く環境は厳しいものとなりました。 

 平成12年から，市営バスの廃止と市電の公営維持の函館市方針に基づき，交通事業の経

営計画と，その後継となる第２次経営計画に沿って事業運営をすすめてきた結果，本計画

における大きな課題であった，市営バス廃止に伴う累積資金不足額が平成26年度に解消さ

れました。 

 近年，市電は「人と環境に優しい公共交通機関」として見直されつつあることや，市民

が安心して暮らすことができるまちづくりのツールとして，観光客を含む交流人口の拡大

へ寄与し,賑わいのある都市空間の創造に貢献する役割も担っていると認識されておりま

す。 

 このことから，今後交通事業を安定的に事業経営させるための方向性や，具体的な取組

を示すため，平成29年度から10カ年の「函館市交通事業経営ビジョン」を策定し，取り組

みをすすめているところです。 

  今後も，電車沿線人口や沿線事業所の減少が予想されますが，市民利用や国内外の観光

需要にも対応するため，安全性の確保を最優先とした施設改良を行い，インバウンドにも

対応したバリアフリー化や情報発信の強化に努め，市の施策とも連携しながら安全で快適

な公共交通機関を維持するため，更なる内部努力による効率化を推進しながら，安定的な

経営が図られるよう最善を尽くしてまいります。 

 ウ 交通事業 

■平成２９年度の乗車人員と料金収入（決算見込）  

乗車人員（人）  乗車料金収入（千円・税抜）  

定期外 定 期 計 定期外 定 期 計 

5,301,171 446,208 5,747,379 913,710 61,703 975,413 

■主な施設 

区分  
営業路線

(km)  

運 転 

系統数  

車両数 
営業所数  停留所数  

客車 除雪車 装飾車 合計 

電車 10.9 2 32 2 3 37 1 26 

■乗車料金（平成２６年５月１日改定） 

区  分  

料  金 （円） 

備  考 
2kmまで 4kmまで 7kmまで 

7kmを 

超えた場合 

普通料金 
大人 210 230 240 250 市電専用１日券 

大人 600円 
小児 300円 小児 110 120 120 130 
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業務の予定量

１ ％ 増 ）
２ ％ 減 ）
３ ％ 減 ）
４ ）
５ ％ 増 ）
６

◯
配水管 ｍ

◯
供給管 ｍ

◯

経営ビジョンとの比較
（税込単位：百万円）

（注）四捨五入の関係で，計と内訳とは必ずしも一致しません。

79
220

△ 572

180
2,896

17,248

支 出 計
そ の 他
支 払 利 息

そ の 他
67

△ 535
25

186

2,641
△ 1,629

1,533

企 業 債 償 還 金

区分

4,285
86
55

損 益
企 業 債
国 庫 補 助 金
一 般 会 計 繰 入 金

当 年 度 末 企 業 債 残 高

物 件 費

101
2,676

17,820

建 設 改 良 費

当 年 度 累 積 財 源 残 額
当 年 度 財 源 過 不 足 額

長 期 前 受 金 戻 入
一 般 会 計 繰 入 金
売 電 収 入
温 泉 供 給 料 金
水 道 料 金

資 本 的 収 支 不 足 額

支 出 計
そ の 他

17,280

223,845

395

0

1,387
1,254

276
769

8
66

169
1,012

864
68

1,733
271

△ 14
62

0
△ 535

43
12
0

△ 3
24

1,800
4,736

220
1,522

Ｈ３０経営ビジョン
財政計画（Ａ）

44
185
295

4,950
18

△ 20
△ 31
△ 2
229

4,328
98
55
41

209
281

栓

5,012

1,922
1,254

3,176
△ 1,654

1,347

408
1,231

5

㎥

主 要 な 建 設 改 良 事 業

131,638
32,740,500

89,700

補 て ん 財 源

資
本
的
収
支

収
益
的
収
支 退 職 給 付 費

人 件 費
収 入 計
そ の 他

４ 平成３０年度企業局各会計予算の概要について

水 道 給 水 栓 数
水 道 年 間 総 配 水 量
水 道 一 日 平 均 給 水 量
温 泉 一 日 供 給 量
年 間 販 売 電 力 量

千円
4,449

㎥
㎥
㎾/ｈ

水 道 事 業 会 計

（対前年度比
（対前年度比
（対前年度比
（対前年度比

1,145,928

0.0
1.1
1.1

2.3（対前年度比1,499,040
増減なし

そ の 他

温 泉 事 業

千円

千円

△ 510
△ 51
△ 1

3
△ 462
△ 132

水 道 事 業

194

846
88

収 入 計

1,764
273

1,571
4,542

Ｈ３０当初予算（Ｂ） 増減（B）－（A）

3,906

収益的収入合計 ５０．１億円 資本的収入合計 １０．１億円

収益的支出合計 ４７．３億円 資本的支出合計 ２６．４億円

差 引（Ａ） ２．８億円 差 引（Ｂ） △１６．３億円

（純 損 益 ２．０億円）

減価償却費等（Ｃ） １５．３億円

前年度末財源残額（Ｄ） ２７．２億円

当年度財源過不足額（Ｅ＝Ａ＋Ｂ＋Ｃ） １．８億円

当年度末財源残額（Ｆ＝Ｄ＋Ｅ） ２９．０億円

その他 2.8億円

退職給付費

0.7億円 建設改良費

13.9億円

企業債償還金

12.5億円

企業債 7.7億円

国庫補助金

0.1億円

一般会計繰入金

0.6億円

その他 1.7億円

物件費

17.3億円

支払利息

2.7億円

長期前受金戻入

2.1億円

一般会計繰入金

0.4億円

水道料金

43.3億円

人件費

8.6億円

売電収入

0.5億円

温泉供給料金

1.0億円

収益的収入及び支出 資本的収入及び支出

億円億円

収入 収入 支出支出

その他

18.0億円
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業務の予定量

１ ％ 増 ）
２ ％ 減 ）
３ ％ 減 ）
４

◯
下水管渠 ｍ

◯
湯川ポンプ場自動除塵機設備 式

◯
汚水処理施設2系反応タンク設備 式
汚泥処理施設遠心脱水機設備 式

◯

経営ビジョンとの比較
（税込単位：百万円）

（注）四捨五入の関係で，計と内訳とは必ずしも一致しません。

４ 平成３０年度企業局各会計予算の概要について

排 水 戸 数 118,271 戸 （対前年度比 0.3

公共下水道事業会計

収
益
的
収
支

資
本
的
収
支

年 間 総 排 水 量 26,973,500 ㎥ （対前年度比 1.1
一 日 平 均 排 水 量 73,900 ㎥ （対前年度比 1.1

ポ ン プ 場 事 業 59,793 千円
一

主 要 な 建 設 改 良 事 業
管 渠 事 業 1,123,415 千円

5,733

処 理 場 事 業 658,349 千円
一

区分
Ｈ３０経営ビジョン
財政計画（Ａ）

Ｈ３０当初予算（Ｂ） 増減（B）－（A）

そ の 他

下 水 道 使 用 料 4,548 4,580 32

121,355 千円

一 般 会 計 繰 入 金 1,173 1,106 △ 67
長 期 前 受 金 戻 入 1,996 2,122 126
そ の 他 77 77 0

退 職 給 付 費 33 29 △ 4
物 件 費 1,850 1,898 48

収 入 計 7,794 7,885 91
人 件 費 334 343 9

支 出 計 6,884 6,913 29
損 益 910 972 62

支 払 利 息 929 904 △ 25
そ の 他 3,738 3,739 1

企 業 債 2,433 2,671 238
国 庫 補 助 金 692 352 △ 340
一 般 会 計 繰 入 金

収 入 計 3,767 3,693 △ 74
建 設 改 良 費 2,095 1,963 △ 132

611 587 △ 24
そ の 他 30 83 53

そ の 他 15 17 2
支 出 計 6,283 6,153 △ 130
資 本 的 収 支 不 足 額 △ 2,517

一

当 年 度 累 積 財 源 残 額 1,936 2,067 131
当 年 度 末 企 業 債 残 高 52,530 52,622 92

補 て ん 財 源 1,599 1,482 △ 117
当 年 度 財 源 過 不 足 額 △ 7 △ 6 1

△ 2,460 57

企 業 債 償 還 金 4,173 4,173 0

収益的収入合計 ７８．８億円 資本的収入合計 ３６．９億円

収益的支出合計 ６９．１億円 資本的支出合計 ６１．５億円

差 引（Ａ） ９．７億円 差 引（Ｂ） △２４．６億円

（純 損 益 ８．８億円）

減価償却費等（Ｃ） １４．８億円

前年度末財源残額（Ｄ） ２０．７億円

当年度財源過不足額（Ｅ＝Ａ＋Ｂ＋Ｃ） △０．１億円

当年度末財源残額（Ｆ＝Ｄ＋Ｅ） ２０．６億円

その他 0.8億円

その他

37.4億円

退職給付費

0.3億円

建設改良費

19.6億円

企業債償還金

41.7億円

その他

0.2億円

企業債

26.7億円

国庫補助金

3.5億円

一般会計繰入金

5.9億円

物件費

19.0億円

支払利息

9.0億円

長期前受金戻入

21.2億円

一般会計繰入金

11.0億円

下水道使用料

45.8億円

人件費

3.4億円

億円

収益的収入及び支出 資本的収入及び支出

億円

その他

0.8億円

収入 収入 支出支出
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業務の予定量

１ ）
２ ％ 減 ）
３ ％ 減 ）
４ ％ 減 ）
５

◯
軌道改良 ｍ

◯
車体改良 両

◯

経営ビジョンとの比較
（税込単位：百万円）

（注）四捨五入の関係で，計と内訳とは必ずしも一致しません。

４ 平成３０年度企業局各会計予算の概要について

交 通 事 業 会 計

車 両 数 32 両 （対前年度比

収
益
的
収
支

年 間 走 行 キ ロ メ ー ト ル 1,011,211 ㎞ （対前年度比 2.3
年 間 総 輸 送 人 員 5,205,888 人 （対前年度比 5.8
一 日 平 均 輸 送 人 員 14,263 人 （対前年度比 5.8

車 両 費 189,370 千円
3

主 要 な 建 設 改 良 事 業
軌 道 費 140,553 千円

300

そ の 他 820 千円

区分
Ｈ３０経営ビジョン
財政計画（Ａ）

Ｈ３０当初予算（Ｂ） 増減（B）－（A）

乗 車 料 金 収 入 1,000 1,000 0
一 般 会 計 繰 入 金 343 334 △ 9
長 期 前 受 金 戻 入
そ の 他 67 49 △ 18

119 118 △ 1

退 職 給 付 費 34 35 1
物 件 費 514 493 △ 21

収 入 計 1,529 1,501 △ 28
人 件 費 627 638 11

支 出 計 1,551 1,538 △ 13
損 益 △ 22 △ 37 △ 15

支 払 利 息 13 11 △ 2
そ の 他 364 361 △ 3

資
本
的
収
支

企 業 債 300 248 △ 52
国 庫 補 助 金 42 47 5
一 般 会 計 繰 入 金

収 入 計 377 330 △ 47
建 設 改 良 費 378 331 △ 47

32 35 3
そ の 他 3

△ 153 △ 153 0

企 業 債 償 還 金 152 152 0
そ の 他 0

増減なし

当 年 度 累 積 財 源 残 額 345 361 16
当 年 度 末 企 業 債 残 高 2,007 1,944 △ 63

補 て ん 財 源 235 226 △ 9
当 年 度 財 源 過 不 足 額 59 36 △ 23

△ 3

支 出 計 530 483 △ 47
資 本 的 収 支 不 足 額

収益的収入合計 １５．０億円 資本的収入合計 ３．３億円

収益的支出合計 １５．４億円 資本的支出合計 ４．８億円

差 引（Ａ） △０．４億円 差 引（Ｂ） △１．５億円

（純 損 益 △０．６億円）

減価償却費等（Ｃ） ２．３億円

前年度末財源残額（Ｄ） ３．２億円

当年度財源過不足額（Ｅ＝Ａ＋Ｂ＋Ｃ） ０．４億円

当年度末財源残額（Ｆ＝Ｄ＋Ｅ） ３．６億円

その他 0.5億円

その他

3.6億円

退職給付費

0.4億円

建設改良費

3.3億円

企業債償還金

1.5億円

企業債 2.5億円

国庫補助金

0.5億円

一般会計繰入金

0.3億円

物件費

4.9億円

支払利息

0.1億円

長期前受金戻入

1.2億円

一般会計繰入金

3.3億円

乗車料金収入

10.0億円

人件費

6.4億円

億円

収益的収入及び支出 資本的収入及び支出

億円

収入 収入 支出支出
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函館市琢託水道事業経営ビジョン懇概要版昏 

ǖ 策定昨趣旨 

鑚市昨水道事業朔，明治22烝削横浜削次災日鑚埼２番目昨近代水道碕裁崎給水燦開始裁崎以来，市勢昨発展削伴い現

在擦埼Ľ次削わた傘拡張事業燦実施裁，良質作水昨安定的作供給削努薩崎済擦裁た。 

擦た，託水道事業朔，昭和23烝削事業認可燦溜け事業燦開始裁崎以来，事業計き区域昨拡大削伴い段階的削施設昨整

備燦進薩，河川や⑼作鷺昨水質保全や生活環境昨向琢削努薩崎済擦裁た。 

現在，人口昨減少作鷺削伴う水需要昨減少，施設昨老朽化や自然災害削皿傘影響作鷺，琢託水道事業燦流三巻采環境

朔大済采変化裁崎い擦際歳，祭昨皿う作状況削採い崎雑，琢託水道施設朔市民生活や社会経済活動燦支え傘重要作ライ児

ライン埼あ傘祭碕栽晒，安全質安心作生活環境昨維持削寄与際傘た薩，祭参擦埼構築裁崎済た琢託水道斯旨テム昨機能燦

次世代削引済61い埼い栽作け参柵作三擦せ珊。 

鑚似施ョン朔，今後昨鑚市削採け傘琢託水道事業昨安定裁た事業経営昨た薩，水道質託水道昨目指際冊済方向性燦明

晒栽削裁，望擦裁い琢託水道昨姿削向けた流組燦示際指針碕裁崎策定際傘雑昨埼際。 

 

ǘ 函館市琢託水道事業経営ビジョン昨位置付砕碕計画期間 

 鑚似施ョン朔，国昨坤新水道似施ョン墾質坤新託水道似施ョン墾や，国削皿三策定歳求薩晒参崎い傘坤経営戦略墾昨趣

旨燦踏擦え，鑚市昨擦ち咲采三昨指針埼あ傘坤函館市基鑚構想墾碕昨整合燦図三策定際傘雑昨埼，計き期間朔烋成29烝度

栽晒烋成38烝度擦埼昨10烝間昨計き碕裁擦際。 

ǖ 水道事業 

 鑚市昨水道事業朔，明治22烝削日鑚埼２番目昨近代水道碕裁崎給水燦開始裁崎以来，人口昨増加や市勢昨拡大削伴いĽ

次削わた傘拡張事業燦実施裁現在削至榊崎い擦際。擦た，烋成16烝削朔市か村合併削皿三９事業昨簡易水道燦引済61災，

烋成27烝度鑽削採け傘水道普及率朔99.9％碕作榊崎い擦際。 

ǘ 託水道事業 

 鑚市昨託水道事業朔，昭和23烝削事業燦開始裁，当初朔⑽水対策燦重点削整備燦進薩崎済擦裁た歳，生活環境昨改善や

公共用水域昨水質保全昨た薩，昭和49烝削南部託水終鑽処理場，烋成２烝削函館湾浄化センタ実昨運転燦開始裁崎い擦

際。そ昨後雑人口昨増加や市勢昨拡大削伴い順次整備燦進薩，烋成16烝昨市か村合併削皿三，戸井か特定環境保全公共託

水道燦引済61災，烋成27烝度削採け傘託水道普及率朔90.2％碕作榊崎い擦際。 

ǖ 函館市琢託水道事業経営ビジョン昨策定削あた榊崎 

ǘ 函館市昨琢託水道削肴い崎 

ǚ 琢託水道事業昨現状碕課巠 

懇水道・託水道 有収水量昨推移昏 懇水道・託水道事業 累積財源残巸昨推移昏 

ǖ 経営昨状況 

 琢託水道事業昨有収水量朔，人口昨減少や節水器具昨普及作鷺削皿三近烝朔減少傾向削あ三擦際歳，組織機構昨見直裁

や，業務昨民間委託作鷺昨公民連携昨推進削皿傘経費昨削減削加え，公的資金補償金免除繰琢償還や資鑚費烋準化債昨活

用作鷺削皿三経営昨健全化燦図三，近烝昨琢託水道事業昨収支朔採採殺搾均衡歳図晒参，健全作経営燦維持裁崎い擦際。 

ǘ 琢託水道事業昨状況 

 水道配水管採皿び汚水管削肴い崎朔，現在察拶整備歳完了裁維持管理碕更新事業歳中心碕作榊崎い擦際。擦た，雨水

管削肴い崎朔，⑽水頻度昨高い地域や道路昨整備削併せ崎整備燦進薩崎い擦際。  

 琢託水道施設朔，劣化状態作鷺削応載崎計き的削更新燦実施裁崎い擦際歳，高度経済成長期昨急速作水需要昨増加削

対応際傘た薩削拡張整備裁崎済た祭碕栽晒，今後朔老朽化際傘施設昨増加歳見込擦参擦際。 

 擦た，現在朔施設昨更新削併せ崎耐震化燦図榊崎い擦際歳，災害時削採け傘琢託水道斯旨テム昨機能維持昨た薩，基

幹碕作傘施設や管路作鷺昨耐震化燦図傘必要歳あ三擦際。 

ǜ 琢託水道事業昨将来昨事業環境 

Ą 琢託水道事業昨目指際も昨 

ǖ 将来昨外部環境 

 烋成29～38烝度削採い崎雑，人口昨減少や節水型機器

昨普及作鷺削皿三，水需要朔減少歳62采祭碕歳見込擦

参，水道料金質託水道使用料収入朔減少傾向碕作傘見通

裁碕作榊崎い擦際。 

 水需要歳減少際傘見通裁碕作榊崎い傘祭碕栽晒，今後

実施際傘施設昨更新削あた榊崎朔，将来昨水需要削対応

裁た施設規模埼昨更新歳必要碕作三擦際。 

懇水道・託水道 有収水量昨見通し昏 

ǖ 基本理念 

 祭参栽晒雑，安全埼快適作市民生活削デ献裁崎い采た薩削，健全作経営昨雑碕施設昨質的作向琢燦図三，琢託水道昨

機能燦次世代匙引済61い埼い采祭碕歳，琢託水道事業昨目指際冊済将来像碕考え崎い擦際。 

ǘ 基本方針 

 基鑚理念昨実現匙向け，次昨４肴昨基鑚方針燦設定裁，基鑚方針斎碕削施策目標燦定薩，そ参削向けた流組燦進薩擦

際。 

 ǖ 采晒し燦支え傘琢託水道 

    安全埼良質作水昨安定供給や，汚水処理削皿傘快適作生活環境昨確保削向けた流組燦進薩擦際。 

 ǘ 災害削強い琢託水道 

    地震や津波作鷺昨災害削対裁崎強靱作ライ児ライン燦目指際碕碕雑削，危機管理体制昨強化燦図三擦際。 

 ǚ 信頼さ参傘事業運営 

 事業経営昨効率化や，人や組織昨活性化，情報発信昨強化作鷺昨流組燦進薩，持62性昨あ傘安定裁た経営基盤

燦確立裁擦際。  

 ǜ 環境対策昨推進 

    再生可能エネル子実昨活用や，資源昨有効利用作鷺削皿傘環境ヅ荷昨低減削流三組札擦際。 

信頼埼采晒し燦支え，未来へ肴作犀水昨札ち 

こ参か晒昨琢託水道事業昨課巠 

区分 取り組むべき課題
○安心綬安定した水の確保
○水質管理体制の強化
○増加する老朽化施設への対策
○配水池容量の確保
○施設の耐震化需災害対策
○水需要の減少周伴う施設規模の適正化
○貯水槽水道の衛生管理の徹底
○温泉の安定供給
○汚水管の整備
○水洗化の普及促進
○雨水管の整備
○増加する老朽化施設への対策
○施設の耐震化需災害対策
○水需要の減少周伴う施設規模の適正化
○公共用水域の水質保全の取組の継続

経　営 ○料金・使用料収入の減少
環　境 ○効率的収事業運営の継続

○環境負荷低減の取組

水　道

下水道
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鑚似施ョン昨実現削向けた施策昨実施削あた榊崎

朔，ＰĂŔＡサイ屍ル削皿傘進行管理燦行い，今後

昨琢託水道事業燦流三巻采環境昨変化削対応際傘た

薩削，必要削応載崎見直裁燦行い擦際。 

擦た，鑚似施ョン昨見直裁削あた榊崎朔，施策昨

進捗状況や評価昨結果作鷺燦函館市企業局経営懇話

会削報告裁，そ参晒削対際傘意見作鷺燦参考削裁作

歳晒，見直裁燦進薩擦際。 

Ş ビジョン昨実現削向砕崎 

Ś 安定した事業運営削向砕崎 

 懇水道事業昨経営昨見通し昏 懇託水道事業昨経営昨見通し昏 

懇水道事業昏 

水道料金収入朔今後雑減少歳62采見込札埼際歳，投資昨烋準化や効率的作事業昨運営削向けた流組燦進薩傘祭碕

削皿三，老朽施設昨更新や，基幹施設昨耐震化作鷺水道事業燦将来削わた三6162的削運営裁崎い采た薩削必要作投

資燦行い擦際。企業債残高朔，施設昨更新や耐震化費用昨増加削皿三烋成29烝度昨約178億付栽晒烋成38烝度削朔約

228億付削増加際傘見込札埼際歳，当烝度累積テ源残額朔烋成38烝度削採い崎約19億付燦確保際傘見込札碕作榊崎い

擦際。 

料金収入昨減少作鷺削皿三，烋成34烝度以降朔当烝度累積テ源残額昨減少歳62采見通裁碕作傘祭碕栽晒，水道事

業歳将来削わた三持62可能碕作傘資金昨確保削向けた料金体系削関際傘調査研究燦進薩擦際。 

 

懇託水道事業昏 

 託水道使用料収入朔今後雑減少歳62采見込札埼際歳，投資昨烋準化や効率的作事業昨運営削向けた流組燦進薩傘

祭碕削皿三，老朽施設昨更新，耐震化作鷺託水道事業昨6162的作運営削必要作整備燦行い擦際。 

 祭参擦埼生活環境昨改善碕公共用水域昨水質保全昨た薩，烋成Ś烝度燦侍実屍削汚水管作鷺昨整備燦集中的削

行榊崎済た祭碕栽晒，烋成29烝度昨企業債残高朔約543億付碕作傘見込札埼際歳，事業量昨減少や企業債昨償還歳進

殺祭碕栽晒，烋成38烝度削朔約350億付削減少裁，当烝度累積テ源残額朔烋成38烝度削採い崎約21億付燦確保際傘見

通裁碕作榊崎い擦際。 

 託水道使用料収入昨減少作鷺削皿三，烋成36烝度擦埼朔当烝度累積テ源残額昨減少歳62采見込埼際歳，烋成37烝

度以降朔，企業債償還金昨減少作鷺削皿三収支歳改善際傘見通裁碕作傘祭碕栽晒，将来昨更新需要やテ政バラン旨

作鷺燦見通裁たうえ埼，適正作料金体系削関際傘調査研究燦進薩擦際。 

Ľ 将来へ向砕た目標碕取組 

ǖ 投資計画 

水道事業 

託水道事業 

懇水道事業昏 

 水道事業昨施設整備昨不

容朔，水源，浄水場，配水

池，基幹管路昨整備更新昨

察栽，山過池，配水池昨耐

震化，老朽配水管昨更新作

鷺埼あ三，計き期間10烝間

昨投資額昨合計朔約223億付

碕作榊崎い擦際。 

 

懇託水道事業昏 

 託水道事業昨施設整備昨

不容朔，管渠，ポンプ場，

処理場昨整備昨察栽，流域

託水道昨施設整備削係傘ヅ

担金作鷺埼あ三，計き期間

10烝間昨投資額昨合計朔約

193億付碕作榊崎い擦際。 

ǘ 経営昨見通し 

懇施設整備削皿傘主要作指標昨推移昏 

水道事業 託水道事業 

2】年度 38年度 2】年度 38年度

実 績 見込札 実 績 見込札

浄水場耐震化率 15.6% 79.9% 処理人口普及率 90.2% 90.7%

配水池耐震化率 8.9% 48.8% 雨水整備率 58.9% 59.7%

基幹管路耐震適合率 54.9% 59.2% 非耐震管更新率 9.7% 26.8%

指 標 名指 標 名

θ注χ四捨五入昨関係埼，計碕不訳碕朔必剤しも一致し擦在珊。  

θ税込単位：百万付χ

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 計画期間計

200 530 1,920 2,275 649 453 427 323 580 819 8,176

779 1,109 1,069 1,341 1,047 1,056 1,085 1,305 1,041 1,066 10,898

110 103 50 38 100 86 134 282 439 79 1,421

20 20 21 21 21 21 21 21 21 21 208

19 16 66 18 16 23 15 17 17 17 224

217 144 154 153 130 126 108 103 122 135 1,392

1,345 1,922 3,280 3,846 1,963 1,765 1,790 2,051 2,220 2,137 22,319合 計

区　　　分

建

設

改

良

費

原水及び浄水施設事業費

配水施設事業費

簡易水道施設事業費

消火栓事業費

温泉供給設備事業費

そ昨他固定資産取得費等

θ税込単位：百万付χ

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 計画期間計

1,060 1,061 1,005 930 897 920 844 1,004 969 970 9,660

40 59 323 464 173 177 82 553 576 104 2,551

710 847 498 266 678 756 850 145 236 715 5,701

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10

118 119 154 160 79 128 160 96 112 112 1,238

53 8 7 5 5 2 5 2 4 2 93

1,982 2,095 1,987 1,826 1,833 1,984 1,942 1,801 1,897 1,905 19,252

区　　　分

建

設

改

良

費

管渠事業費

ポンプ場事業費

処理場事業費

特定環境事業費

流域託水道事業費

そ昨他固定資産取得費

合 計
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函館市交通事業経営ビ施ョン懇概要版昏 

ǖ 函館市交通事業経営ビ施ョン昨策定削あた榊崎 

ǖ 策定昨趣旨 

  鑚市昨交〛事業朔，こ参擦埼坤函館市交〛事業経営計きθ第ǘ次χ墾削基咲済経営昨健全尤削流三組札，烋成26烝度

鑽削市バ旨事業昨累積資金濁足巸歳解消細参擦裁冴歳，今後雑人旅昨減少削伴う利用者昨減少や老朽尤裁冴施設昨更新費

用昨増加歳見込擦参傘状況削あ三擦際。そ昨一方埼，函館仔式実ナや戻海道新幹線昨開業削伴う観肘客等昨利用歳増加際

傘作鷺，事業燦流三巻采環境削良い変尤雑生載崎い擦際。 

こう裁冴中，市電削朔，坤人碕環境削優裁い公共交〛機関墾碕裁崎，晧全作輸送支実ビ旨昨提供朔雑碕皿三，市民歳

晧心裁崎暮晒際こ碕歳埼済傘擦阪咲采三や観肘客燦朔載薩碕際傘交流人旅昨拡大匙寄諾際傘こ碕，細晒削朔，賑わい昨あ

傘都市空間昨創造匙デ献際傘こ碕作鷺昨役割雑求薩晒参崎い傘碕こ山埼際。 

 鑚ビ施ョン朔，今後昨鑚市削採け傘交〛事業昨晧定裁冴事業経営昨冴薩，目指際冊済方向性燦明晒栽削裁，望擦裁い姿

削向け冴流組燦示際指針碕裁崎策定際傘雑昨埼際。  

 

ǘ 函館市交通事業経営ビ施ョン昨位置付け碕計画期間 

 鑚ビ施ョン朔，坤函館市交〛事業経営計きθ第ǘ次χ墾昨後61計き碕裁崎，坤函館市基鑚構想墾碕昨整合燦図三，坤函

館市地域公共交〛網形成計き墾燦朔載薩碕際傘函館市昨擦阪咲采三や観肘削関際傘計き碕調和歳保冴参冴計き碕裁，計き

期間燦烋成29烝度栽晒烋成38烝度擦埼昨10烝間碕裁擦際。 

ǘ 函館市昨路面電車削肴い崎 

 鑚市昨路面電車朔，大正ǘ烝削明治後期栽晒戻海道埼唯一運行裁崎い冴馬車鉄道燦電尤裁崎東雲か～湯昨川間燦開業裁

冴こ碕削始擦三，昭和18烝削函館市歳事業燦引済61災擦裁冴。 

 そ昨後，人旅昨増加碕碕雑削市電昨利用者雑増え62け，軌道燦延伸際傘作鷺事業朔拡大路線燦進札擦裁冴歳，昭和40烝

代削入傘碕一転裁，自家用自動車昨邊及や市中心部栽晒郊外匙昨撤宅地昨移動作鷺削皿榊崎利用者歳烝々減少裁62け冴冴

薩，路線昨縮椌や資産昨売却作鷺昨様々作対策燦実施際傘こ碕削皿榊崎，経営昨健全尤削努薩崎済擦裁冴。 

 現在雑函館市昨人旅減少削伴榊崎市電昨市民利用朔減少傾向削あ三擦際歳，烋成27烝度朔函館仔式実ナや戻海道新幹線

昨開業作鷺削皿榊崎国不外昨観肘客等昨利用歳伸び，乗客数歳増加裁冴碕こ山埼際。 

ǚ 交通事業昨現状 

ǖ 経営昨現状  

 乗車人員朔，近烝朔察拶横〚い埼推移裁崎い傘雑昨昨，烋成27烝度朔約530万人碕作榊崎採三，烋成18烝度昨660万人碕

比冊崎約130万人減少裁崎い擦際。擦冴，乗車料金収入朔，烋成27烝度朔約８億８千万付碕作榊崎採三，烋成18烝度昨約

10億ǜ千万付碕比冊崎約ǖ億６千万付減少裁崎い擦際。交〛事業朔，こ参擦埼利用者昨減少作鷺削皿三厳裁い経営状況歳

62い崎い冴冴薩，烋成12烝度栽晒ǘ次削わ冴傘経営計き削基咲済，一般会計昨支援燦溜け作歳晒事業昨健全尤削努薩崎済

冴こ碕埼，烋成15烝度栽晒単烝度収支昨黒字燦維持裁，烋成12烝度削約17億付あ榊冴累積資金濁足巸朔烋成26烝度削解消

細参，烋成27烝度埼朔約ǘ億６千万付昨テ源燦確保裁崎い擦際。  

懇乗車人員碕乗車料金収入昨推移昏 懇単年度収支碕累積テ源残巸昨推移昏 

ǘ 施設昨現状 

 線路関逃施設昨う阪軌道削肴い崎朔，毎日昨電車昨運行削皿三鴫実識昨摩耗や軌道昨傷札歳生載傘こ碕栽晒，定期的作

点検整備や計き的作軌道改良歳必要碕作三擦際。こ昨冴薩，函館市交〛事業経営計きθ第ǘ次χ削採い崎朔，10烝間埼

2,000ｍ昨軌道改良燦計き裁，こ参擦埼計き鷺採三実施裁崎済擦裁冴。擦冴，停留場削肴い崎朔，函館駅前採皿び五稜郭

公園前，中央病院前昨ǚ停留場削肴い崎視孜使ン性昨高い停留場削全面改築裁擦裁冴歳，約半数昨停留場埼朔上屋歳鑷整

備埼あ榊冴三，晧全地帯歳旨竺実プ尤細参崎い作い状況削あ三擦際。 

 電路関逃施設昨う阪，変電設備削肴い崎朔当面更新昨必要性朔徹い状況埼際歳，電車匙電力燦供給際傘架線や電車専用

信号作鷺昨保晧設備削肴い崎朔，軌道同様削計き的作更新歳必要碕作三擦際。 

 車両削肴い崎朔，現在保鐚際傘車両昨多采歳昭和20～40烝代削製造細参冴虜い車両埼あ三，一部昨車両埼朔冬期間昨融

雪剤昨影響作鷺削皿三車体削腐食歳見溜け晒参傘状況削あ傘冴薩，今後朔車両昨計き的作更新や劣尤昨状況削応載冴車体

改良作鷺歳必要碕作三擦際。 

 

ǚ 安全昨現状 

 晧全作輸送匙昨流組碕裁崎朔，計き的作施設昨改良や車両昨更新作鷺昨察栽，経営詞ップ昨主棡削皿傘晧全管理体制昨

雑碕，各種研修や訓練作鷺燦〛載崎職員昨技術昨向上や晧全意識昨醸成削努薩傘作鷺，晧全対策昨確実作実施削努薩崎い

擦際。  

 

ǜ 交通事業昨将来昨事業環境碕課巠 

Ą 交通事業昨目指際も昨 

ǖ 基本理念 

 函館市削採い崎路面電車朔，身近作乗三物碕裁崎虜采栽晒市民削愛細参，親裁擦参崎済擦裁冴。擦冴，公共交〛機関

碕裁崎市民や観肘客昨モビ式至伺燦支え傘重要作都市基盤碕いう坂け埼朔作采，そ昨歴史的作背邉質文尤的要素栽晒，

観肘資源碕裁崎昨役割雑果冴裁崎済擦裁冴。 

 烋成25烝６鏤削朔路面電車開業100周烝燦迎え，翌26烝度鑽削累積資金濁足巸昨解消燦果冴裁，27烝度削朔函館仔式実

ナや戻海道新幹線昨開業削伴榊崎，国不外昨観肘客等削皿傘需要昨増加歳見込擦参傘状況削作三擦裁冴。 

 一方埼，人旅減少や高齢尤昨進行歳見込擦参傘中削あ榊崎雑，市民生活昨利便性燦維持裁崎い采冴薩削，市電削朔高

齢者燦朔載薩碕際傘市民昨手軽埼晧心埼済傘移動手段碕裁崎昨役割歳求薩晒参崎い傘碕こ山埼際。   

 こ昨皿う作状況燦踏擦え，こ参栽晒菱雑市民昨足埼あ傘市電燦晤三62け崎い采冴薩削，観肘客等昨需要燦流三込殺碕

碕雑削，市民燦朔載薩碕際傘多采昨方々削利用裁崎い冴坂采冴薩昨施策削流三組珊埼い采必要歳あ三擦際。 

 こ昨冴薩，鑚ビ施ョン削採い崎朔，基鑚理念削基咲済，輸送昨晧全確保朔雑碕皿三，便利埼，快適埼，定時性燦保榊

冴支実ビ旨昨提供燦基鑚姿勢碕裁擦際。 

懇乗車人員碕乗車料金収入昨見通し昏 

ǖ 将来昨事業環境碕課巠 

 戻海道新幹線昨開業削皿傘観肘客等利用者昨増加削皿

三，烋成28烝度昨乗車料金収入朔対前烝比埼増巸碕作傘

見込札埼際歳，そ昨後朔人旅昨減少作鷺削皿傘市電利用

者数昨減少削皿三，長期的削朔乗車人員や乗車料金収入

朔，減少裁崎い采雑昨碕予測細参擦際。  

 こ昨冴薩，将来削わ冴榊崎路面電車燦維持裁崎い采冴

薩，引済62済輸送昨晧全確保削向け冴各種対策燦行う碕

碕雑削，皿三一層昨利用透進燦図傘こ碕埼必要作収入燦

確保裁崎い采こ碕歳重要作課巠碕作榊崎い擦際。 

１胸



鑚ビ施ョン昨実現削向け冴施策昨実施削あ

冴榊崎朔，ＰĂŔＡ支使ク識削皿傘進行管理燦

行い，今後昨交〛事業燦流三巻采環境昨変尤削

対応際傘冴薩削，必要削応載崎見直裁燦行い擦

際。 

擦冴，鑚ビ施ョン昨見直裁削あ冴榊崎朔，施

策昨進捗状況や評価昨結果作鷺燦函館市企業局

経営懇話会削報告裁，そ参晒削対際傘意見作鷺

燦参考削裁作歳晒，見直裁燦進薩崎い済擦際。 

Ş ビ施ョン昨実現削向け崎 

ǘ 経営昨見通し 

輸送昨晧全昨確保碕将来削わ冴傘事業昨晧

定的作運営昨冴薩，車両採皿び軌道昨改良事

業費燦増巸際傘こ碕栽晒，企業債残高朔烋成

29烝度昨約19億付栽晒烋成38烝度削朔約27億

付削増加際傘見込札埼際歳，当烝度累積テ源

朔烋成38烝度削採い崎雑約ǚ億付燦確保際傘

見〛裁碕作榊崎採三，採採殺搾健全作経営燦

維持埼済傘見込札碕作榊崎い擦際。 

今後朔，将来削わ冴榊崎持62可能作公共交〛

網昨構築削向け崎市電昨役割燦果冴裁崎い采

こ碕朔雑碕皿三，晧定的作経営昨維持燦前提

碕裁冴利用裁や際い料金体系削肴い崎調査研

究燦進薩崎い済擦際。  

懇経営昨見通し昏 

ǖ 投資計画 

 交〛事業昨施設整備昨不訳朔，軌道費碕裁崎毎烝6162的削実施裁崎い傘軌道改良昨察栽，晧全地帯昨改良作鷺

燦見込札，電路費碕裁崎国道昨無電柱尤削伴う架線等昨改良作鷺燦見込珊埼い擦際。細晒削，車両費碕裁崎老朽

尤裁冴車両削替え崎ǚ両昨超徹床車昨購入碕17両昨車体改良燦見込珊埼採三，計き期間10烝間昨投資巸昨合計

朔，約40億付碕作榊崎い擦際。 

Ś 安定した事業運営削向け崎 

ǖ 安全埼信頼さ参傘公共交通 

ǘ 便利埼快適作輸送サービ旨昨提供 

ǚ まちや地域へ昨デ献 

ǜ 経営基盤昨強化 

 晧全管理体制昨強尤や晧全削配慮裁冴投資燦計き的削実施裁，採客様歳晧心裁崎利用埼済傘皿う，皿三一層昨

晧全性昨強尤燦図三擦際。 

 定時性昨確保朔雑阪山珊，採客様歳便利埼快適削利用埼済傘皿う，利用者目線削立榊冴支実ビ旨昨提供削流三

組札擦際。 

 人碕環境削優裁い路面電車碕裁崎，公共交〛機関匙昨転換歳透進細参傘皿う，市昨関逃施策碕連携際傘碕碕雑

削，積極的作ＰＲ活動作鷺削流三組札擦際。   

 収益力強尤昨冴薩，皿三一層昨増収増客対策燦進薩傘碕碕雑削，組織力燦強尤裁，効率的埼晧定裁冴経営燦薩

菜裁擦際。 

ǘ 基本方針 

 基本理念昨実現削向け，次昨ǜ肴昨基本方針燦設定しま際。 

Ľ 将来へ向けた目標碕取組 

θ注χ四捨五入昨関係埼，計碕内訳碕朔必剤しも一致しま在珊。 
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